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予算構成と主な施策

平成２年度当初予算案

総額562億8,490万円を計上

一
般
会
計
は
３
４
１
億
１
千
８
百
万
円

　
　
都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
重
点
に

▲平成４年６月完成を目指す市新庁舎（完成予想図）

　
三
月
定
例
市
議
会
は
、
二
月
二
十
八
日
俐
に
開
会
、
三
月
二
十
七
日

㈹
ま
で
の
会
期
で
。
平
成
二
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
池
本
市
長
は
初
日
、
新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
夢
と
ロ
マ

ン
に
満
ち
た
「
緑
豊
か
な
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
人
間
都
市
。

宇
治
」
の
実
現
を
目
指
し
て
一
層
努
力
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
が
三
百
四
十
一
億
一
千
八
百
二
十
九
万
円
。

特
別
・
企
業
会
計
を
含
め
る
と
、
総
額
五
百
六
十
二
億
八
千
四
百
九
十

万
二
千
円
で
す
（
二
・
三
面
に
予
算
の
概
要
を
掲
載
）
。

　
二
月
二
十
八
日
困
の
三
月
定
例

市
議
会
で
、
池
本
市
長
は
、
平
成

二
年
度
の
施
政
方
針
の
中
で
、
基

本
姿
勢
や
基
本
政
策
を
明
ら
か
に

し
、
総
額
五
百
六
十
二
億
八
千
四

百
九
十
万
二
千
円
の
新
年
度
予
算

案
の
概
要
を
説
明
１
　
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三

百
四
十
一
億
一
千
八
百
二
十
九
万

円
。
前
年
屎
些
四
・
〇
％
の
増

　
（
庁
舎
建
設
費
か
際
け
ば
五
・
八

郊
の
増
）
と
な
っ
て
い
水
子
。
こ
の

中
に
は
、
公
約
実
現
の
た
め
の
大

型
事
業
が
含
ま
れ
て
い
車
か
、

財
源
か
確
保
し
、
健
全
財
政
か
羅

持
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
戌
二
年
度
は
、
池
本
市

政
十
年
目
の
予
算
に
ふ
さ
わ
し
こ
、

新
庁
舎
建
設
・
植
物
公
園
（
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
’
・
‐
）
建
設
な
ど
の
市
制

四
十
周
年
記
念
事
業
を
は
じ
の
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
夢
と
ロ
マ

ン
の
あ
る
宇
治
市
の
建
設
の
た
め

の
計
画
策
定
や
、
都
市
基
盤
整
備

事
業
・
全
国
植
樹
祭
関
連
事
業
な

ど
を
、
積
極
的
に
計
上
し
て
い
ま

す
。

平成２年度版

市民ｶﾚﾝﾀﾞｰと手びき

　　３月下旬に配布

　
予
算
特
別
委
で
審
議

　
市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
た
め
、
三
月
二
日
幽

に
予
算
特
別
委
員
会
（
十
八
人
）

を
設
置
。
委
員
長
に
平
岡
久
夫
議

員
、
副
委
員
長
に
正
木
久
雄
議
員

か
選
出
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、

三
月
十
二
日
側
か
ら
二
十
三
日
廊

ま
で
の
間
に
七
回
開
か
れ
、
慎
車

に
集
中
審
議
し
ま
す
。

い年保存のな掲行　りー'1頴討離にＵ川誼

貨公宗-r ta A K が‰♀に

鴇zf tに鼓蒜門且
いは長ｄｕ八燧
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今
月
中
に
、
各
町
内
（
自
治
）

会
長
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

吉
　
幾
三
シ

ョ
ー

４
月
2
9
日
（
祝
）

午
後
２
時
と
６
時
（
２
回
公
演
）

又
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
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本
年
は
、
市
長
就
任
十
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
市
政
を
預
か
る

最
高
責
任
者
と
し
て
、
貴
務
の
重

大
さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
信
託
に
こ
た
え
る
市

政
の
推
進
と
発
展
の
た
め
、
努
力

す
る
決
意
で
す
。

　
市
の
財
政
状
況
は
、
市
税
な
ど

の
｛
股
財
源
の
大
幅
な
伸
び
が
期

待
で
'
＜
l
ｔ
ｆ
ｋ
'
な
お
予
断
を
許
さ
な

い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

公
約
事
業
の
実
現
奪
回
あ
、
都

市
基
盤
整
備
や
都
市
機
能
の
充
実

に
向
け
、
積
極
的
な
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　
市
政
運
営
の
方
針
は
、
①
府
と

協
調
し
、
南
部
中
核
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
活
力
と
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
②
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
健
康
家
族
と
市
民
文
化
に
支

え
β
れ
た
人
間
性
豊
か
な
地
域
つ

く
り
の
推
進
③
市
民
と
と
も
に
築

く
市
民
自
治
の
推
進
の
三
つ
の
基

本
姿
勢
を
も
と
に
、
二
十
一
世
紀

か
展
望
し
つ
つ
、
夢
と
ロ
マ
ン
の

あ
る
「
緑
豊
か
な
、
住
み
た
い
、

住
ん
で
卜
ぷ
っ
た
人
間
都
市
、
宇

治
」
の
実
現
を
目
指
し
栄
了
。

　
平
成
二
年
度
は
、
市
制
施
行
四

十
周
年
に
か
か
わ
る
ま
ち
づ
く
り

　宇治市長
池本正夫

と
し
て
、
植
物
公
園
整
備
の
本
格

化
や
新
庁
舎
建
築
工
事
に
首
手
す

る
ほ
か
、
温
詞
の
整
備
や
下
水

道
事
業
の
促
進
、
全
国
植
樹
祭
へ

の
取
り
組
み
な
芦
矛
最
ｍ
点
事
業

と
し
、
全
力
盈
回
乖
ず
。

　
平
成
三
年
五
月
に
本
市
で
開

催
さ
れ
る
第
四
十
二
回
全
国
植
樹

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
見
直
し
の
必
要
が
生
じ

た
た
め
、
平
成
三
年
を
目
途
に
、

目
標
年
次
を
平
成
十
二
年
と
設
定

し
た
第
三
次
市
総
合
計
画
の
策
定

に
取
ひ
組
み
、
二
十
一
世
紀
に
向

か
２
付
政
運
営
の
指
針
か
見
い
だ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
進
め
る
と
共
に
、
下
水
道
事
業

の
促
進
や
不
燃
ゴ
ミ
の
月
三
回
収

集
を
実
施
し
、
快
適
な
市
民
牛
活

へ
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
〈
明
日
に
向
か
う
教
育
の
充
実
と

ふ
る
さ
と
文
化
の
創
造
〉

　
学
校
教
育
の
整
備
・
充
実
を
進

め
、
社
会
教
育
と
の
有
機
的
連
携

2
1
世
紀
を
展
望
し
た

　
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

祭
は
、
府
な
と
が
主
催
し
ま
す
が
、

市
の
緑
化
施
策
と
し
て
≪
＞
Ｈ
Ｂ
付

け
、
市
民
の
総
力
で
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
植
樹
祭
に
す
る
た
め

の
準
備
か
通
め
拿
Ｔ
。

　
市
の
現
在
の
第
二
次
総
合
計
画

は
、
国
・
府
の
上
位
計
画
の
移
行
、

幹
線
道
路
の
整
備
に
伴
≒
壬
地
利

用
形
態
の
変
化
、
周
辺
地
域
の
大

　
７
つ
の
基
本
政
策

〈
緑
豊
か
な
住
み
ょ
い
ま
ち
づ
く

り
〉
　
下
居
大
久
保
線
や
宇
治
横
島
線

な
ど
の
道
路
整
備
、
京
阪
宇
治
駅

前
交
通
広
場
整
備
や
宇
治
橋
架
け

替
え
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
事
業

を
目
指
す
圓
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

新
設
ま
で
の
間
の
対
応
と
し
て
、

市
教
育
研
究
所
を
設
置
。
教
育
施

設
整
備
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

「
紫
式
部
文
学
筥
の
制
定
に
取
り

組
な
丘
ハ
に
、
婦
人
対
策
や
国
際

交
流
夕
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
〈
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
生
き

が
い
の
あ
る
市
民
生
活
〉

　
市
の
高
齢
者
対
策
の
指
針
と
な

る
長
寿
社
会
プ
ラ
ン
の
策
定
に
着

手
。
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
家
庭
奉
仕
員

の
増
員
、
在
宅
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
や
授
産
施
設
の
開
設
な
ど

な
羅
一
進
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

事
業
は
、
引
き
続
き
運
営
安
定
化

計
画
夕
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化

を
図
り
ホ
チ
。

　
〈
新
し
い
観
光
資
源
開
発
と
お
茶

な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興
〉

　
農
業
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
。

継
続
し
、
藍
基
備
事
業
な
ど
を

実
施
す
る
と
共
に
、
市
の
鳥
丿

ワ
セ
ミ
”
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
。
ま

た
、
中
小
企
業
活
性
化
対
策
の
実

施
、
観
光
資
源
を
探
る
温
泉
な

ど
の
探
査
を
行
い
、
植
樹
祭
に
向

け
、
全
国
に
宇
治
を
紹
介
し
ま
す
。

　
〈
健
康
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
〉

　
市
民
の
健
硯
つ
く
り
に
向
け
て

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ひ
ろ
ば
、
各
種

大
会
を
開
催
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
事
業
と
し
て
、
国
際
・

国
内
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
や
市
民

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
〈
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地

域
社
会
の
形
成
〉

　
同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

国
民
的
課
題
。
今
後
も
積
極
的
な

対
策
と
市
民
啓
発
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
地
域
社
会
の
創
造

に
努
め
、
集
会
所
新
設
、
東
宇
治
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

の
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
〈
市
民
の
知
恵
と
活
力
を
い
か
し

済
潔
で
む
だ
の
な
い
市
政
の
推

進
〉
　
市
民
本
位
の
市
政
を
進
め
る
た

め
、
市
民
の
自
主
的
か
つ
積
極
的

な
参
加
を
得
る
と
共
に
、
行
政
と

市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の

交
流
ロ
ビ
ー
を
新
庁
舎
に
設
置
。

ま
た
、
総
合
Ｏ
Ａ
化
に
よ
り
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

施政方針

(要旨)

さわやか宇治

源氏物語とわがまち宇治
ふるさと再発見

テレビ広報

3月17日（土）午前10時半から15分間

ＫＢＳ京都ＴＶ

ＵＨＦ34ｃｈ
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ｌを決定

40年記念事業などを計上

　
平
成
二
年
度
の
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
三
百
四
十
一
億
一
千

八
百
二
十
九
万
円
。
こ
の
予
算
は

市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
、
新

庁
舎
建
設
・
植
物
公
園
（
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
）
建
設
な
ど
の
記
念

事
業
を
は
じ
め
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
「
夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
七

つ
の
基
本
施
策
（
下
段
囲
み
に
掲

載
）
を
柱
と
す
る
事
業
へ
、
積
極

的
・
効
率
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

341億円の内訳

?｡3）

ほ里経費。

.20万円(21.6)

止、児童福祉、

止、生活保護な

釧こ使います。

匹⊇

1園､住宅の建設費用に。

地方交付税

7億円(2.1)

　平成２年度市予算案の主な

施策と予算額をお知らせしま

す。市の予算は、一般の行政

運営に必要な経費を計上する

一般会計、特定の事業を行う

場合に別に経理する特別会計、水道企業会

計に分けられます。それらを合わせた今年

度の予算総額は、562億8,490万2千円（対前

年度伸び率9.6％）となっています。

（単位：千円）△は減

会　計　名
平成２年度
当初予算額

平成元年度
当初予算額

伸率
(％)

一　般　会　計 34,118,290 29,926,500 14.0

交通災害共済事業 45,000 42,300 6.4

国民健康保険事業 6,228,500 6,075,100 2.5

公共下水道事業 3,988,835 3,806,924 4.8

住宅新築資金等貸付事業 37,486 37,573 △0.2

老人保健事業 8,509,400 8,121,300 4.8

簡易水道事業 20,814 17,925 16.1

火災共済事業 15,350 14,000 9.6

特別会計合計 18,845,385 18,115,122 4.0

企業（水道）会計 3,321,227 3,306,875 0.4

総　　　　計 56,284,902 51,348,497 9.6

2
1
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

204万円

300万円

300万円

800万円

　　　2,388万円

　　　|,996万円

　　　2,145万円

　　　|,500万円

　　　　381万円

　　　3,287万円

　　　　196万円

　　　3,809万円

F円含む）944万円

　　　　715万円

　　　4,038万円

業　　　150万円

　　　　60万円

　　　5,784万円

　　　　715万円

　　　　410万円

　　17億6,000万円

　民間保育所運営費　　　　　　　　　　　　　10億6,584万円

保　　健

　墓地公園実施設計等委託料　　　　　　　　　　　5,250万円

　成人･老人保健事業（基本健康診査･各種がん検診等）9,966万円

　福祉医療扶助　　　　　　　　　　　　　　　|億6,747万円

　障害児歯科治療事業　　　　　　　　　　　　　　　775万円

　保健医療センター運営事業　　　　　　　　　　　3,958万円

　中小企業助成事業

　温泉等開発探査費

　宇治川花火大会負担金

☆宇治川写生大会

　農業基盤整備事業

　宇治茶振興事業補助金

Ｏ｢森と湖に親しむ旬間｣行事開催負担金

Ｏ林道交通安全施設整備事業

Ｏ排水幹線浚渫事業補助金

　黄槃体育館等管理運営費（市公園公社委it）

○スポーツ振興基金事業

2,172万円

1,770万円

　500万円

　227万円

6,006万円

　685万円

　500万円

　350万円

　750万円

8,川9万円

　700万円

スポーツ教室・スポーツ大会開催経費

天ケ瀬森林公園施設整備・維持管理費

同和対策

Ｏ木幡河原団地増築事業

　善法地区内道路改良事業

　同和教育推進事業

　社会同和教育事業

地域づくり

Ｏ(仮)東宇治コミュニティセンター調査費

　コミュニティ施設活動費

　集会所建設事業

Ｏ女性問題対策事業

　平和都市推進協議会補助金

　映像による広報｢さわやか宇治｣放映費

〇☆新庁舎建設事業

　　(継続費　平成２年度～４年度　合計67億円)

Ｏ☆市制40周年記念式典開催費

　　行政サービスコーナー運営経費

701万円

745万円

3,678万円

2,558万円

　761万円

　537万円

　30万円

2,441万円

3,902万円

　482万円

　170万円

　349万円

25億8,000万円

　400万円

|,292万円

健康をはぐくむスポーツ・レクリエーションの振興

市民の知恵と活力を生かし清潔

でむだのない市政の推進

基本的人権が尊重される地域社会の形成

一
般
会
計

平
成
2
年
度
予
算
案

新しい観光資源開発と

お茶などの地域産業の振興

高齢化社会に
対応した生き
がいのある市
民生活
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国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
六

十
二
億
二
千
八
百
五
十
万
円
（
前

年
度
比
二
・
五
％
増
）
夕
計
上
し

て
い
ま
で
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
自
営

業
や
農
業
、
年
金
生
活
者
な
ど
の

健
康
夕
寺
る
地
域
保
険
制
度
と
し

て
、
ｍ
要
な
役
割
夕
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
者
の
高
齢

化
や
医
療
施
設
の
増
加
に
よ
る
Ｅ

療
費
の
高
騰
な
ど
で
、
厳
し
い

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
国
保
運
営
協

議
会
か
ら
保
険
料
率
に
つ
い
て
の

答
申
夕
受
け
、
平
成
二
年
度
に
は

保
険
料
率
改
定
夕
旱
走
。
ま
た
、

引
き
続
き
「
安
定
化
計
画
」
の
も
と

に
、
収
納
率
向
上
・
医
療
費
適
正

化
・
保
健
施
設
活
動
な
ど
の
施
策

を
図
り
つ
つ
、
国
保
事
業
運
営
の

健
余
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
毒
了
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
歳
入
で
は

保
険
料
二
十
七
億
潟
早
二
万
九

千
円
、
国
庫
支
出
金
二
十
三
億
六

千
八
百
十
四
万
九
千
円
、
一
般
必
一

計
か
ら
の
繰
入
金
二
億
七
千
六
百

七
十
万
八
千
円
な
丿
岑
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
四
十

二
億
三
千
九
百
七
万
七
千
円
、
老

人
保
健
拠
出
金
十
七
氾
三
千
百
八

土
八
万
″
ギ
円
、
保
健
施
設
費
一

千
八
百
四
十
一
万
円
（
本
市
は
昭

和
六
十
三
年
度
か
ら
三
年
間
、
市

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
三
十

九
億
八
千
八
百
八
十
三
万
五
千
円

（
前
年
度
比
四
・
八
％
増
）
か
計
上

し
て
い
求
了
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
六
十
一
年
八
月
か
ら
、
東
宇

治
の
一
部
地
域
で
供
用
を
開
始
。

現
在
で
は
、
東
宇
治
処
理
区
悒
ハ

民
の
健
硯
っ
く
弧
の
推
進
を
図
る

　
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
」
推
進
都
市
の
指
定
か
受
け
て

い
ま
ふ
、
そ
の
最
終
年
度
分
の

事
業
費
七
百
万
円
を
含
む
）
な
ど

か
計
上
し
て
い
求
ｙ
。

●快適な暮らしはみんなの願い

－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
自
１
１
１
１
１
ａ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
ｌ
Ｉ
ａ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
－
1
1
1
1
1
1
1
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

　
現
在
、
市
に
は
七
事
業
の
特
別
会
計
と
水
道
企
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
国
保
・
公
共
下
水
道
事
業
と

水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
蔵
・
木
幡
・
五
ヶ
庄
の
一
部
、

洛
南
処
理
区
は
大
久
保
町
・
広
野

町
・
伊
勢
田
町
の
一
部
が
対
象
地

域
。
戸
数
八
千
五
百
二
十
九
戸
、

人
口
二
万
七
千
二
百
七
十
九
人
の

下
水
処
理
が
可
能
で
、
水
洗
化
普

及
率
は
十
三
・
二
％
に
。

　
歳
入
で
は
、
下
布
潜
帛
料
二

億
七
千
三
百
八
十
三
万
三
千
円
、

国
Ⅲ
補
助
金
七
億
九
千
三
百
九
十

六
万
四
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
十
一
億
五
千
五
百
八
十
二

万
三
千
円
、
市
債
十
七
億
五
千
四

百
六
十
万
円
な
公
許
上
。

　
歳
出
で
は
、
東
宇
治
処
理
区
と

洛
南
処
理
区
に
係
る
管
渠
（
か
ん

き
よ
）
建
設
事
業
費
と
し
て
十
九

億
九
千
五
百
五
土
八
万
円
、
流
域

下
水
道
建
設
負
担
金
五
億
二
千
四

百
二
十
一
万
九
千
円
、
処
理
場
維

持
管
理
費
に
一
億
一
千
二
百
三
十

二
万
五
千
円
な
戸
原
計
上
し
て
い

　
水
道
事
業
で
は
、
三
十
三
億
二

千
百
二
十
二
万
七
千
円
（
前
年
度

比
〇
・
四
§
増
）
剪
訂
上
し
て
い

ま
す
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金

二
十
一
億
七
千
八
百
四
十
七
万
五

千
円
な
芦
券
計
上
。
支
出
で
は
、

府
営
水
道
受
水
費
七
億
二
千
五
百

二
十
万
円
、
減
価
償
却
費
四
竺

千
四
十
三
万
八
千
円
、
そ
の
ほ
か

維
持
管
理
費
な
芦
券
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
資
本
的
収
入
で
は
、
上
水
道
事

業
企
業
債
一
億
五
千
万
円
な
ど
を

計
上
。
支
出
で
は
、
第
五
次
新
設

拡
張
事
業
費
に
一
億
九
千
八
百
四

七
〈
万
円
、
配
水
管
整
備
に
一
億

六
千
八
百
八
十
八
万
円
な
芦
石
許

上
し
て
い
康
ｙ
。

康
ｙ
。

国
保
事
業
に
6
2
億
円

　
公
共
下
水
道
事
業
は
3
9
億
円

▲ふるさと創生事彙として、平成３年に｢紫式部文学賞｣の受賞4

その他13億271万円(3.8)

　まちづくり計画策定費

道路・河川

　道路等維持補修事業

　道路新設改良事業

Ｏ開発地域周辺道路整備事業

　都市計画街路事業

2,463万円

3億2,599万円

　10億285万円

　　3,000万円

13億5,975万円

(下居大久保線・京阪宇治駅前交通広場・宇治棋島線)

Ｏ天ヶ瀬吊橋補修事業

　宇治橋架け替え等府営事業負担金

　河川・排水路整備事業

Ｏ治水対策調査事業

Ｏ東宇治黄案都市下水路支線整備事業

公　　園

☆(仮)宇治市植物公園(フラワーセンター)

　(債務負担行為25億8,200万円含む)

　公園整備事業

住　　宅

　地域型優良住宅促進啓発事業

防　　災

　消防施設整備事業

環　　境

　2,500万円

|億2,350万円

3億|,450万円

　　500万円

　8,100万円

整備事業

　30億5,703万円

　　　6,078万円

540万円

Ｏ☆緑化推進事業（全国植樹祭開催推進事業等）

5,302万円

｜,754万円

　大気質監視測定局運営経費

Ｏ河川環境整備事業

　不燃物収集運搬・埋立処分委託費

　城南衛生管理組合分担金

暮らし

Ｏ交通安全対策（大型車感知機）事業

　自転車等駐車場管理運営経費

　消費生活事業

　教　　育

　　中学校柔剣道場新築事業

　　小・中学校大規模改造事業

　　小・中学校・幼稚園施設整備事業

　Ｏ教育研究所運営事業

　Ｏ教育用コンピューター整備事業

　　視聴覚備品整備事業

　　私立幼稚園就園助成補助金

　市民文化

Ｏ☆｢紫式部文学賞｣制定経費

　　国際交流事業

　　文化財保護事業

　　文化センター管理運営経費

　　中央図書館図書購入費

　　791万円

　　500万円

|億3,l79万円

　16億70万円

|,000万円

2,836万円

　461万円

　7,602万円

|億6,050万円

1億5,306万円

　|,543万円

　3,260万円

　　450万円

　|I5I0万円

　4,000万円

　2,648万円

3,926万円

|億3,067万円

　|,742万円

　　宇治文庫発刊事業

Ｏ☆議会史発行経費（準備調査費）

Ｏ☆市制40周年誌発行経費（準備調査費）

　☆市勢要覧発行経費

社会福祉

　民生児童委員活動助成

　社会福祉協議会運営補助

Ｏボラントピア事業補助および基金出資金

Ｏ社会福祉施設等振興備品補助

　在宅障害者デイ・サービス事業

　宇治市心身障害者共同作業所運営費

　視覚障害者等ガイドヘルパー派遣事業

　家庭奉仕員派遣事業

Ｏ(仮)長寿社会プラン策定(債務負担行為240ﾌ.

O高齢者ガイドブック作成

Ｏ在宅老人デイ・サービス事業

〇在宅寝たきり老人等介護者リフレッシュ事

Ｏ一人暮らし老人給配食サービス事業補助

　敬老会事業

　福祉タクシー利用扶助

　くらしの資金貸付事業委託費

　生活保護扶助費

明日に向かう教育の充実

とふるさと文化の創造

高齢化社会に対応した生きがいのある市民

生活

緑豊かな住みよいまちづくり

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

特
別
企
業
会
計

国
保
事
業

一般会計・主な施策と予算額

34

1億

円の

内訳



広げよう地域のわ、高めよう文化のわ

の
一
環
と
し
て
、

善
法
地
域
の
文

化
活
動
の
向
上

と
地
域
住
民
の

親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
さ
れ

て
い
李
罵
今

回
も
、
「
広
げ
よ

う
地
域
の
ご
Ｐ
、

高
め
ぷ
つ
文
化

の
６
″
」
を
テ

ー
マ
に
、
地
域

活
動
の
成
果
を

▼善法文化祭の日程・内容

内容と会場 3/17(i) 3／IS日).

作品展示

(隣保館全館)

　　　　　　　　10
: ∽～16 : ∽

・生け花教室作品　・善法老人福祉センター作品

・書il教室作品　・響法保育所保護者作品

・手作り教室作品　・善法保育所園児作品

・趣味の枚室作品　・善法n少年センター作品

・葵子ども会作品　・狭山展示コーナー

・趣味の作品　　・バyタトウザZENPOU(パネル曼iflliか

子どもの
コーナー
(隣保館2PS)

13
: ∽～

　手づくり教室　　「？カードづくり」

io:oo-i6 : ∽　　.

　「ぜんぽう
　　　　あそびのくに」

健康コーナー

(隣保館lPS)

13:00～15 : ∽　　　10:00～15 : ∽

　　　　　　　健康相談と血圧測定

　講演会a人li祉ｾﾝﾀｰ}

１９：凶－

r千.何を問う〃６･一法の期

限切れを目前にして－ｊ
朱雀Ｓ四４ヽ学校皿諭
　　轟本皿碗きん /

催し物
(集会所)/

13:00
　刺｢佻太郎」
　お母さんコーラス
　　　(保育所保護者会)
　スライド｢地aのそうべい｣
　　　(青少年センター)

催し物

(隣保館前庭)/
10: 30

　ジャンボクロスワードパズル

14: 30
　夢ー二〃てt鳶を放ちますl

ぉ茶会

模擬店

11:OO～15:∽　　　10:00-15:00

◆各種チケット金額

　○ぉ茶券　　200円（子ども券l∽円〉
　○ti好み焼　150円○ぜんぎい　150円
　Oきつねうどん150円○山菜ぉこわ150円
　○フランクフルト　150円○コーt-　100円
　Ｃやきそば　150円

中
心
と
し
た
展
示
、
劇
な
Ｉ
多
彩

な
催
し
衆
企
田
し
て
い
未
了
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で

お
知
ら
せ

　
寝
た
き
り
老
人

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
8
日
面
、
午
後

１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
家
庭
で
で
き
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
▼
講
師
…

理
学
療
法
士
・
高
塩
純
一
さ
ん
▼

り
ま
ず
。
「
便
利
さ
」
の
陰
に
「
怖

さ
」
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
か
忘

も
あ
り
乖
ｙ
。
部
落
問
題
を
学
習

し
理
解
す
る
場
と
し
て
、
善
法
文

化
祭
に
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
善
法
隣
保
館
、
善

対
象
…
寝
た
き
り
老
人
名
笑
る

家
族
な
ど
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直

接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
高
齢

者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内
線

３
３
３
）
へ
。
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
　
一
人
暮
ら
し
老
人
の

　
料
理
教
室

　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
人
を
対
象
に
、
栄
養
が
あ
り
簡

単
な
料
理
の
教
室
を
開
微
垂
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
0
日
叫
、
午
前

融
機
関
が
設
立
し
た
会
社
。
支

払
い
は
、
翌
月
ま
た
は
翌
々
月

の
一
括
払
い
と
二
回
の
分
割
払

い
が
で
き
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

手
数
料
は
不
要
。
最
近
で
は
、

海
外
旅
行
に
限
り
、
分
割
払
い

や
ヤ
ル
ビ
ン
グ
払
い
が
で
き

法
集
会
所
、

タ
ー
。

善
法
老
人
福
祉
セ
ン

（
善
法
文
化
祭
実
行
委
員
会
・

善
法
隣
保
館
・
社
会
教
育
課
）

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
公
民
館
▼
内
容
：
大
根
ご
は
ん
、

菜
の
花
の
か
β
し
参
入
、
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
、
あ
さ
り
の
赤
だ
し
、

デ
ザ
ー
ト
▼
準
備
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
三
角
収
ん
▼
参
加
費
・
・
・

百
円
▼
指
導
…
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
・

青
梅
ク
ル
ー
プ
▼
申
し
込
み
・
い
社

会
福
祉
協
議
心
一
（
豊
⑩
5
6
5
0
）

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
一
人
暮
ら
し

老
人
の
会
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
危
険
物
安
全
週
間
推
進

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
募
集

　
私
た
ち
の
日
常
牛
活
の
中
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
重
油
な
芦
薮

多
く
の
危
険
物
が
あ
な
予
。
六

月
第
二
週
の
危
険
物
安
全
週
間
に

向
け
、
危
険
物
災
害
の
防
止
と
取

り
扱
い
の
安
全
忿
呉
掛
け
る
標

語
公
輩
址
予
。

　
▼
応
募
資
格
…
特
に
な
し
▼
応

募
方
法
・
・
・
は
が
き
１
枚
に
標
語
１

点
を
書
き
、
①
郵
便
番
毎
②
住
所

東
宇
治
・
広
野
中
学
校
　
体
育
館
　
運
動
場
の
夜
間
使
用
登
録

　
平
成
二
年
度
、
東
宇
治
中
学

校
と
広
野
中
学
校
の
体
育
館
と
運

動
場
の
、
夜
間
使
用
の
登
録
か
受

け
付
け
未
了
。

　
発
行
主
体
は
デ
パ
ー
ト
や
ス

ー
パ
ー
。
プ
ロ
パ
ー
カ
ー
ド
と
、

借
竪
覆
な
μ
と
提
携
し
て
発

行
す
る
提
携
カ
ー
ド
が
あ
る
。

支
払
い
は
一
括
、
分
割
、
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
が
選
べ
る
。
割
引
特
典

な
芦
徊
特
徴
。
霧
鯨
は
一
般

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
　
　
利
用
上
の
留
意
点

れ
ず
に
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　
　
種
類

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行

主
体
で
分
け
る
と
、
次
の
ぷ
フ

に
分
類
で
章
手
。

①
銀
行
系
力
‐
‐
ド

　
発
行
主
体
は
、
銀
行
な
ど
金

る
も
の
も
あ
る
。

②
信
販
系
カ
ー
ド

　
発
行
主
体
は
信
販
会
社
。
分

割
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
な
ど
、

割
賦
機
能
が
あ
る
の
が
特
徴
。

た
だ
し
、
雲
穀
は
必
要
。
ま

た
、
一
括
払
い
も
で
き
る
。

③
流
通
系
カ
ー
ド

に
信
販
よ
り
安
い
ぶ
つ
で
あ
る
。

　
※
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
＝
カ
ー
ド
の
利
用
限
度
枠
内

　
で
繰
り
返
し
利
用
で
き
、
支

　
払
金
額
は
毎
月
一
定
額
か
毎

　
月
の
残
債
高
の
一
定
の
割
合

　
に
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の
。

　
毎
月
の
支
払
金
額
が
ほ
ぼ
決

　
〈
体
育
館
〉

　
▼
利
用
期
間
・
時
間
・
：
４
月
１

日
Ａ
年
３
月
3
1
日
、
午
後
７
時

半
～
９
時
半
▼
料
金
…
Ｌ
時
間
・

　
ま
っ
て
い
る
の
で
利
用
し
や

　
す
い
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
中
毒

　
に
陥
る
危
険
性
も
高
い
。

　
一
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
　
利
用
上
の
留
意
点

　
▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
は
あ
ぐ
ま
で
も
借
金
と
い
う

こ
と
か
忘
れ
ず
に
▽
一
般
に
家

計
の
二
割
か
超
え
る
と
赤
信
号

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
ひ
と
つ
の
基
準
。
各
自
が
ラ

イ
ン
を
設
け
る
方
が
い
い
で
し

ょ
う
▽
仕
組
み
を
理
解
し
、
支

払
い
義
務
を
果
た
す
こ
と
。

　
カ
ー
ド
は
業
者
か
ら
借
り
て

い
る
も
の
。
他
人
に
貸
し
た
こ

と
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
慎
重
に
、
計
画

性
を
持
っ
て
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。
　
　
（
自
治
振
興
課
）

③
氏
名
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番

号
を
記
入
し
て
㈲
全
国
危
険
物
安

全
協
会
（
〒

1
0
5
東
京
都
港
区
虎
ノ

門
２
丁
目
９
番
1
6
号
日
本
消
防
会

館
９
階
・
ａ
０
３
困
8
3
9
3
）
へ
。

作
品
は
禾
発
表
の
も
の
に
限
る
▼

締
め
切
り
・
：
３
月
鉦
日
出
（
必
着
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
実
技
講
集
会

　
　
▼
と
き
・
：
３
月
1
7
日
出
、
午
後

１
時
と
午
後
４
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
・
・
黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳

・
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
・
：
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

・
：
千
円
（
印
鑑
が
必
要
）
▼
申
し
込

み
・
：
３
月
1
1
日
間
、
午
前
９
時
か

ら
、
直
接
黄
梨
体
育
館
（
ａ
⑩
4

0
0
1
）
へ
顔
写
真
（
３
な
ｘ
２
　
５

ぢ
）
持
参
で
。
　
（
公
園
公
社
）

五
百
円
▼
対
零
：
両
中
学
校
区
内

居
住
者
で
1
0
人
以
上
の
団
体
。

　
〈
夜
間
運
動
場
〉

　
▼
利
用
期
間
・
時
間
・
：
４
月
１

日
～
Ｈ
月
3
0
日
、
午
後
６
時
半
～

９
時
半
▼
料
金
人
渠
宇
治
中
－

3
0
分
間
・
全
面
千
五
百
円
、
半
面

七
百
五
十
円
○
広
野
中
＝
3
0
分
間
・

千
円
▼
対
象
・
・
・
東
宇
治
中
は
宇
治

川
右
岸
地
域
の
小
学
校
区
と
北
横

島
・
横
島
・
菟
道
の
各
小
学
校
区

内
居
住
者
、
広
野
中
は
そ
の
他
の

小
学
校
区
内
居
住
者
。
い
ず
れ
も

1
0
人
以
上
の
団
体
▼
登
録
驀
行

け
・
問
い
合
わ
せ
・
：
３
月
1
2
日
側

～
1
6
日
廊
ま
で
に
東
宇
治
中
学
校

開
放
運
営
委
員
会
（
容
⑩
2
1
3

1
）
・
広
野
中
学
校
開
放
運
営
委

員
会
（
容
㈲
3
8
6
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

中
央
公
民
館

　
天
体
写
真
展

　
天
体
愛
好
家
の
夢
と
ロ
マ
ン

を
は
ぐ
ぐ
ん
だ
天
体
写
真
な
ど

を
集
め
、
展
示
会
衆
竹
い
康
ｙ
。

　
▼
期
間
・
：
３
月
召
吊
ト
４

月
８
日
㈲
（
月
曜
は
休
館
）
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
中
央
公
民
館
交
流
ロ
ビ
ー
▼

内
容
・
・
・
天
体
写
真
・
天
体
観
測

教
具
な
ど
の
展
示
、
天
体
ビ
デ

オ
の
放
映
、
天
体
図
書
の
展
示

（
中
央
図
書
館
内
）
。

　
ゆ
う
あ
い
劇
場

　
▼
と
き
…
３
月
2
4
日
出
、
午

後
１
時
半
開
場
、
１
時
開
演
、

３
時
終
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
出
演
団
体
・

演
目
・
・
・
「
人
形
劇
づ
く
り
教
室
」

受
講
生
９
『
ぶ
っ
』
、
人
形
劇
サ

ー
ク
ル
「
と
ら
ご
う
＼
＼
Ｊ
―
「
チ

ョ
ロ
と
ガ
リ
」
、
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル
「
渦
」
＝
「
太
鼓
ば
や
し
」
▼

入
場
料
・
：
無
料
。
当
日
直
接
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
春
休
み
こ
ど
も
教
窒
一

　
～
古
墳
時
代
の
人
々
～

　
発
掘
さ
れ
た
も
の
を
復
九
し

た
り
古
い
都
か
歩
い
た
り
、
こ

の
教
室
で
、
普
段
で
き
な
い
こ

る
よ
粂
歯
し
た
も
の
で
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と

お
り
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
小

学
校
４
年
生
～
中
学
生
▼
定
員

▼春休みこども教室～古墳時代の人々～の日程・内容

し

回月日 時　間 内　容■場　所 指　導 持ち物

１ 3/28
團

9:∽市役所前集合

I5:oo市役所前解散
〈社会見学〉～古墳文化をさぐる～
　　山械郷土責料館・平城京史跡公園

教育委貝会
職　　貝

口
２ 3/30
　倒 10:00-正午

〈体験学習〉一発鳳勧の復原作業にチャレンジ.ﾀ~

　　　　　　　　中央公民館・実習室１

≫ K *

タオル

３ 4/1(日)

9:00市役所府集合

17:00市役所前解飲
〈古墳万歩〉～山辺の這をあるく～
　　　　(親の参加も可）奈良・山辺

中央公民館
職　　貝 口

４ 4/3
(幻
10:00～正午

〈はなしと見学>-よみがえる宇治の古墳文化~

　　　　　　　　　　宇治市歴史資料館
教育委貝会
職　　貝 筆記具

…
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・

入
館
料
と
第
３
講
の
交
通
費
の

実
費
▼
申
し
込
み
・
：
３
月
１
９
一
日

囲
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ
電
話

か
直
接
来
館
で
。

　
公
民
館
土
曜
講
座

　
時
事
問
題
を
中
心
に
、
国
内

の
出
来
事
や
国
際
問
題
を
様
々

な
角
度
か
据
谷
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
へ
の
か
か
わ
り
を
学

７
手
。

零
臨
子
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…

中
央
公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
日
本

の
政
治
・
経
済
の
今
雲
窟
璽

す
る
▼
講
師
・
：
京
都
新
聞
社
論

説
委
員
・
久
津
間
保
治
さ
ん
▼

受
講
料
…
無
料
。

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
7
日
出
、
午

後
１
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
上
映
作
品

・
・
・
「
歴
史
と
文
化
の
里
南
山
城
」
、

▼
と
き
・
：
３
月
2
4
日
出
、
午
　
「
宇
治
川
」
▼
入
場
料
…
無
料
。

※教室の申し込み・前売り券は小倉公民館へ

1094

　
料
理
講
演
会

　
　
「
お
ふ
ぐ
ろ
の
味
を
見
直
そ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
料
理
講
演

会
を
開
き
ま
す
。

　
▼
交
７
３
月
1
9
日
間
、
午

後
２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
講
師
…
家
庭
料
理

研
究
家
・
足
立
通
子
さ
ん
▼
対

乖
：
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

３
月
1
2
日
側
か
ら
、
木
幡
公
民

館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
春
休
み
こ
ど
も
教
室

　
絵
、
習
字
、
陶
器
つ
く
り
欠

木
幡
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
会
員

が
や
さ
し
ぐ
指
導
し
未
了
。
参

　
三
月
二
十
一
日
㈲
、

二
十
四
日
出
、
二
十
五

日
㈲
の
三
日
間
、
小
倉

公
民
館
ま
つ
り
（
春
の

部
）
を
開
催
し
康
ｙ
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
と
市
民
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
行

う
も
の
で
、
集
い
・
展

示
・
模
擬
店
な
ど
、
楽

し
い
企
画
か
用
意
し
て

い
水
子
。

　
内
容
は
下
表
の
と
お

り
。
公
民
館
に
来
た
こ

と
の
な
い
人
も
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
穴

　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

加
費
は
無
料
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
6
日
側
▼
と

こ
ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
内
容
…

左
表
の
と
お
り
▼
申
し
込
み
・
・
・

３
月
1
2
日
側
か
ら
、
木
幡
公
民

館
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

▼春休みこども教室の内容

内容 時　間 対象 定貝 持ち物 指導サークル

絵
10:00
　～正午

市内在住の
小学生・
　　.中学生

20
絵具やクレヨンな

どの絵をかく道具
(画用紙は用意します)

四季彩
　彩

習
字
io:oo
一正午
市内在住の
小学生・
　　中学生

20
習字道具

(半紙は用意します)
サークル紅

Ｗ 13:30
～16:00

市内在住の
小学３年以
上・中学生

20
ぞうきん・エプロン

(粘土は用意します)

陶芸サークル

　彩炎

▼小倉公民館まつりの日程・内容

へ 月　日 時　問 内　　　　　　　容

展

－ぷ

3月24日出

　　25日(a)
10時～15時

〈油絵> 「彩美会」「秀画会」、〈水彩画〉「水晶会」.
〈水墨画〉「青萌会」.サークル展示「パッチワークＪrわ
かめの全l、「宇治市史を学ぷ会」、「民話」、r歴史J、
「園芸」、「親が育つ子も育つ」．「古典文学」

集

い

3月21日同

10時半～
　　　正午 く子供向irニメーシ。ン映画>

10時～正午 くこども工作教室）申し込み制定員25名
たけとんぼ、やさい鉄砲を作ります（実費）

13時半～
　　14時半

<人形劇〉ラデ/シュrおこんぎつねJ、小倉子ども
人形劇H ■■かにむかし」

10時～15時〈世界の切手展>
外国の切手のKS売もあります

模

擬

店

○わたかし．たこせん各100・50円(21日

○ぜんざい　　　　　2 0 0円(21日
○カレーライス　　　　2 5

o円(21日
ｏとうもろこし　　　　２００円(24日
c コーヒー＆クッキー　　１００円（24日

○平成うどん　　　　　２００円（25 日
○水ぎようぎ　　　　　１５０円(25 日
○ti茶席　　　　　2 0 0円(25日

0時半～15時）o時半～14時半）

1時～14時）o時～15時）

o時-15時25 a 10時-15≪i）

O時半～15時）
1時半～14時）
o時-15時）

　
第
土
ハ
回
善
法
文
化
祭
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
、
三
月
十
七
日

出
・
十
八
日
聞
に
、
善
法
隣
保
館
・

集
会
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
へ

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
現
代
は
様
々
な
カ
ー
ド
が
発

行
さ
れ
て
い
毒
ｙ
が
、
そ
の
う

ち
、
買
い
物
時
に
提
示
す
る
と

代
金
を
後
払
い
で
き
る
の
が
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
。
現
在
の
発

行
枚
数
は
一
億
四
千
万
枚
で
、

国
民
一
人
に
一
枚
、
一
世
帯
で

三
枚
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
毒
す
。

　
「
便
利
さ
」
と
「
怖
さ
」
の

　
　
二
面
性

　
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
す
が
、
無
意

識
の
う
ち
に
使
い
過
ぎ
、
牛
活

破
た
ん
タ
招
い
た
例
は
多
数
あ

木
幡
公
民
館

３月17・18日　

小倉公民館まつり

3月21・24・25日

公
民
館
の
お
知
ら
せ

定期演奏会

宇
治
市
民
混
声
合
唱
団

善法文化祭を開催

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱

団
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